
　

２
月
１７
日
（
日
）
午
前
８
時
か
ら
各
地
で
河
川
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

除
草
や
、
川
の
流
れ
の
妨
げ
と
な
る
竹
等
の
除
去
が
行
わ
れ
、
河
川
が
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

香
典
返
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
に
感
謝
し
、
あ
り
が
た
く
地
域
の

活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

松
本
と
み
よ　

様　
　
　
　

川
越　

生
喜　

様　
　
　

三
浦　

信
人　

様

（
平
成
２４
年
１２
月
３
日
か
ら
平
成
２５
年
２
月
８
日
ま
で
・
順
不
同
）

　

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
天
神
山
潮
風
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　

こ
の
催
し
は
、
鬼
池
地
域
の
海
岸
線
を
、
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
こ
と
に
よ

り
、
地
域
内
外
の
人
々
に
鬼
池
が
よ
り
身
近
な
地
域
と
し
て
親
し
ま
れ
、
さ
ら
に
、

健
康
の
増
進
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

【
と　

き
】　

平
成
２５
年
３
月
２４
日(

日)

〈
雨
天
決
行
〉

【
コ
ー
ス
】　

鬼
池
港
を
発
着
地
と
し
て
、
天
神
山
山
頂
ま
で
の
往
復　

約
７．２
㎞

【
受
付
場
所
】
鬼
池
港
芝
生
広
場

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】　

９
：
００　

受
付
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

９
：
４５　

出
発
式

　
　
　
　
　
　
　
　

１０
：
００　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　

１１
：
３０　

天
陣
山
山
頂
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昼
食
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１２
：
３０　

下
山
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

１４
：
００　

鬼
池
港
着
～
随
時
解
散
～

【
参
加
資
格
】
健
康
と
脚
力
に
自
信
の
あ
る
方　

※

た
だ
し
、
小
中
学
生
の
み
で

　
　
　
　
　
　

の
参
加
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

【
定　

員
】　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

【
参
加
料
金
】
高
校
生
以
上
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

小
中
学
生
５
０
０
円　
　

小
学
生
未
満
は
無
料　
　

　
　
　
　
　
　

※

参
加
料
は
当
日
徴
収
と
い
た
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
、
次
の
申
込
先
へ
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】　

鬼
池
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
（
天
草
市
五
和
支
所
鬼
池
出
張
所
内
）

　
　
　
　
　
　

〒
８
６
３-

２
３
３
１　

天
草
市
五
和
町
鬼
池
１
２
９
１-

１

　
　
　
　
　
　

電
話　

３
２-

０
０
０
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２-

０
４
６
０

　
　
　
　
　
　

E
-
m

a
il 　

o
n
iik

e
@

c
ity.a

m
a
k
u
s
a
.lg

.jp

【
申
込
期
限
】
平
成
２５
年
３
月
１９
日
（
火
）

【
昼　

食
】　

参
加
者
全
員
に
準
備
し
ま
す
。

【
駐
車
場
】　

鬼
池
港
仮
設
駐
車
場

【
主　

催
】　

鬼
池
ま
ち
づ
く
り
振
興
会

【
共　

催
】　

鬼
池
公
民
館
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
五
和
支
部

【
そ
の
他
】　

・
保
険
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
総
合
補
償
制
度
を
適
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

・
飲
み
物
等
は
、
参
加
者
個
人
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

天
神
山
潮
風
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
催

　

１１
月
１９
日
（
月
）、
富
山
振
興
会
長
以
下
１９
名
で
「
学
校
跡
地
の
利
活
用
と
地

域
づ
く
り
」
を
研
修
す
る
た
め
、
阿
蘇
市
の
「
な
み
の
高
原
や
す
ら
ぎ
交
流
館
」

を
研
修
し
て
き
ま
し
た
。　

　

「
な
み
の
高
原
や
す
ら
ぎ
交
流
館
」
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
目
指
す
た
め
、
平
成
１１
年
に
閉
校
し
た
旧
波
野
村
立
小
池
野
（
し

ょ
う
ち
の
）
小
学
校
を
増
改
築
し
、
平
成
１４
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
宿
泊
研
修
施
設
で
、
阿

蘇
市
の
委
託
を
受
け
て
（
有
）
神
楽
苑
（
道
の

駅
「
波
野
」）
が
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

館
内
は
、
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
教
室
や
理

科
室
が
宿
泊
室
に
、
音
楽
室
が
研
修
室
に
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
学
校
の
雰
囲
気
を
残
す
た
め
、

卒
業
記
念
品
、
歴
代
卒
業
生
の
写
真
な
ど
が
飾

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
「
な
み
の
高
原
や
す
ら
ぎ
交
流
館
」
の
施
設
見
学
と
事
業
展
開

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　　

同
館
で
は
、
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
住
民
の
方
々
と
展
開
さ
れ
て
お

り
、
交
流
人
口
も
年
々
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
活
動
を
支
援

し
て
く
れ
る
地
域
住
民
の
高
齢
化
と
、
活
動
の
柱
と
な
る
人
の
減
少
が
進
行
す

る
中
、
次
世
代
の
人
材
育
成
が
大
き
な
課
題
と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
２６
年
３
月
に
御
領
鬼
池
小
学
校
が
閉
校
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
「
な

み
の
高
原
や
す
ら
ぎ
交
流
館
」
の
よ
う
な
先
進
地
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
、

鬼
池
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
学
校
跡
地
の
利
活
用
策
を
計
画
す
る
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　

～
津
波
被
害
等
に
備
え
ま
し
ょ
う
～

　

鬼
池
地
区
自
主
防
災
会
主
催
に
よ
る
防
災
訓
練
が
、

３
月
３
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

鬼
池
地
区
自
主
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す
！！

研修風景

河
川
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
！！

「な
み
の
高
原
や
す
ら
ぎ
交
流
館
」
（
阿
蘇
市
）

を
研
修
し
ま
し
た
！！

　

こ
の
訓
練
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
情
報

伝
達
・
消
火
救
出
救
護
・
避
難
等
が
迅
速
か
つ
的
確

に
行
え
る
よ
う
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
に
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
を
、
分
団
毎
に
住
民

の
皆
さ
ま
に
実
際
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
避
難
訓
練

と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
を
使
っ
た
救
命
訓
練
・
屋
外
消
火
栓

に
よ
る
放
水
訓
練
・
婦
人
部
等
に
よ
る
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
（
分
団
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
、
積
極
的
に
鬼
池
地
区
自
主
防
災
訓
練
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

・
日
時
＝
平
成
２５
年
３
月
３
日
（
日
）　

午
前
８
時
３０

　

分
開
始
（
小
雨
決
行
）

・
訓
練
想
定
＝
午
前
８
時
３０
分
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

　

６．５
、
震
度
５
の
強

　

い
地
震
が
発
生
。
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。

　

午
前
８
時
３０
分
に
訓
練
開
始
の
マ
イ
ク
放
送
が
あ
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ク

放
送
の
後
直
ち
に
、
自
分
の
地
区
の
避
難
場
所
又
は
近
く
の
高
台
に
避
難
し
て

下
さ
い
。

※

避
難
場
所
・
避
難
後
の
集
合
場
所
及
び
訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
、
分
団
毎
に

　

異
な
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
長
さ
ん
・
自
治
公
民
館

長
さ
ん
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
の
御
礼


